
メーターボックスの
上には、物を置かな

いようにしてください。
1メーターボックスの

中は、いつもきれい
にしておいてください。
2家の増改築などで、水

道メーターが屋内や床
下になる場合は、検針がしや
すい場所へ移してください。

3犬は出入口や水道
メーターから離れた

場所につないでおいてくだ
さい。

4

●●●●● 水道メーター検針にご協力を ●●●●●
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お 知 ら せ

問
合
せ

【
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
に
つ
い
て
】

県
少
子
政
策
課　

手
当
・
ひ
と
り
親

家
庭
支
援
担
当

　

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

３
３
３
７

子
育
て
支
援
課　

児
童
福
祉
担
当

　

☎
６２

－

０
８
２
５

【
障
害
児
福
祉
手
当
・
特
別
障
害
者
手

当
等
に
つ
い
て
】

西
部
福
祉
事
務
所　

地
域
福
祉
担
当

　

☎
０
４
９

－

２
８
３

－

６
８
０
０

健
康
い
き
い
き
課　

社
会
福
祉
担
当

　

☎
６２

－

０
７
１
６

わ
れ
る
水
量
の
１
／
２
相
当
分
の

水
道
料
金
で
、
負
担
限
度
額
が
平

均
水
量
の
３
倍
ま
で
と
な
り
ま
す
。

○
軽
減
申
請
書
の
提
出

申
請
用
紙
は
上
下
水
道
課
に
あ
り

ま
す
。
修
繕
を
行
っ
た
嵐
山
町
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
証
明

し
て
も
ら
い
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

○
軽
減
決
定
の
通
知

申
請
書
提
出
後
、
調
査
の
結
果
決

定
し
た
場
合
、
通
知
は
給
水
装
置

使
用
者
あ
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
上
下
水
道
課
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

上
下
水
道
課　

管
理
担
当　

☎
６２

−

０
７
２
８

　

平
成
３０
年
４
月
分
か
ら
（
特
別
）

児
童
扶
養
手
当
及
び
各
種
福
祉
手
当

額
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

手
当
額
は
、
物
価
変
動
率
（
＋

０
・
５
％
）
を
踏
ま
え
、
次
の
と
お

り
改
定
と
な
り
ま
す
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
偶
数

月
（
４
月
・
６
月
・
８
月
・
１０
月
・

１２
月
・
２
月
）に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ー
タ
ー
検
針
作
業
を
円
滑
に
行

う
た
め
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
水
道
を
ご
使
用
に
な
っ
て
い
な
い

場
合
で
も
検
針
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

宅
地
内
の
漏
水
で
の
負
担
軽
減
を

目
的
と
し
た
、
水
道
料
金
の
軽
減
制

度
が
変
わ
り
ま
す
。

※
軽
減
と
な
る
の
は
、
漏
水
水
量
分

に
か
か
る
水
道
料
金
の
一
部
で

す
。
全
額
が
軽
減
に
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
漏
水
箇
所
に
よ
っ
て
は
軽
減
さ
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
制
度
に
つ
い
て
】

○
軽
減
の
対
象
と
な
る
漏
水

発
見
困
難
な
地
下
漏
水

個
人
と
法
人
両
方
の
お
客
様
が
対

象
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
申
請
及

び
軽
減
の
回
数
制
限
も
な
く
な
り

ま
す
。

た
だ
し
、
同
年
度
内
の
同
一
箇
所

で
の
漏
水
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

○
軽
減
の
対
象
と
な
ら
な
い
漏
水

◦
事
実
が
容
易
に
確
認
で
き
、
か
つ

事
実
を
知
り
な
が
ら
放
置
し
た
漏

水
◦
町
指
定
の
給
水
装
置
工
事
事
業
者

で
な
い
業
者
が
修
理
し
た
漏
水

○
軽
減
の
対
象
期
間

漏
水
し
て
い
た
期
間
の
う
ち
、
漏

水
量
の
最
も
多
い
１
定
期
検
針
分

に
つ
い
て
軽
減
対
象
と
し
ま
す
。

○
軽
減
と
な
る
水
道
料
金
の
算
出

軽
減
対
象
期
間
に
漏
水
し
た
と
思

問
合
せ　

上
下
水
道
課　

管
理
担
当

　

☎
６２

−

０
７
２
８

（
特
別
）児
童
扶
養
手

当
及
び
各
種
福
祉
手

当
の
額
が
改
定
さ
れ

ま
す

子育て支援課
健康いきいき課

水
道
料
金
の
軽
減
制

度
が
変
わ
り
ま
す

上下水道課

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に

ご
協
力
を

上下水道課

手　当　名 支給内容 改　定　前 改　定　後 増減額

児童扶養手当
第１子

全部支給 ４２,２９０円 ４２,５００円 ２１０円

一部支給
４２,２８０円
～９,９８０円

４２,４９０円
～１０,０３０円

２１０円
～５０円

児童扶養手当
第２子加算

全部支給 　９,９９０円 １０,０４０円 ５０円

一部支給
９,９８０円
～５,０００円

１０,０３０円
～５,０２０円

５０円
～２０円

児童扶養手当
第３子加算

全部支給 ５,９９０円 ６,０２０円 ３０円

一部支給
５,９８０円
～３,０００円

　６,０１０円
～３,０１０円

３０円
～１０円

特別児童扶養手当
１　級 ５１,４５０円 ５１,７００円 ２５０円

２　級 ３４,２７０円 ３４,４３０円 １６０円

障害児福祉手当 １４,５８０円 １４,６５０円 ７０円

特別障害者手当 ２６,８１０円 ２６,９４０円 １３０円

経過的福祉手当 １４,５８０円 １４,６５０円 ７０円

平成３０年４月分からの手当額（子ども１人当り）
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教
　

育
　

の
　

広
　

場

　

現
在
、
玉
ノ
岡
中
学
校
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
活
用
教
育
の
推
進

の
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
し

て
、
様
々
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
が
配
備
さ

れ
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
校
は
昨
年
度
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
有
効
活
用
を
学
校
研
究
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

下
の
画
像
は
、
１
年
生
で
行
わ
れ
た

薬
物
乱
用
防
止
教
室
で
の
一
場
面
で
す

が
、
た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て
各
班
で
話

し
合
っ
て
い
る
様
子
で
す
。

　

以
前
は
各
班
で
話
し
合
っ
た
結
果
を

共
有
す
る
に
は
、
模
造
紙
や
黒
板
に
書

い
て
発
表
し
、
最
後
に
ま
と
め
る
と
い

う
授
業
形
態
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を
用
い
る
こ
と

で
、
話
し
合
う
過
程
で
出
さ
れ
た
考
え

や
、
話
し
合
っ
た
結
果
を
入
力
す
れ

ば
、
そ
の
場
で
モ
ニ
タ
ー
に
映
す
こ
と

が
で
き
、
情
報
交
換
や
相
互
評
価
を
同

時
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

授
業
に
お
け
る
、
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
活
用
の
効
果
は
大
い
に
期
待
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

や
菅
谷
館
か
ら
見
え
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
こ
と
か
ら
杉
山
城
跡
か
ら
揚
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

揚
が
る
か
ど
う
か
は
風
次
第
で
す
。

今
年
は
二
度
失
敗
し
ま
し
た
が
、
三
度

目
に
し
て
よ
う
や
く
校
庭
で
揚
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
つ
な
げ
、
つ
な

が
る
事
で
、
玉
ノ
岡
中
の
伝
統
を
つ
な

い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

追
記
：
い
つ
の
日
か
高
見
城
跡
か
ら

見
え
る
か
ど
う
か
確
か
め
て
み
た
い
で

す
ね
。

●
玉
ノ
岡
中
学
校

「
授
業
形
態
の

　
　
　
　

大
き
な
変
化
」

〜
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
の
充
実
〜

　

玉
ノ
岡
中
学
校
で
は
、
毎
年
１
～
２

月
に
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
杉
山
城
跡
か

ら
連
凧
揚
げ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
８
年
前
に
入
学

し
、
今
年
成
人
式
を
迎
え
た
人
た
ち

が
、
１
年
生
の
時
に
始
め
ま
し
た
。

　

学
年
に
は
、
色
々
な
個
性
を
持
っ
た

人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
。
仲
の
い
い

人
、
そ
う
で
な
い
人
様
々
だ
け
ど
、
み

ん
な
ど
こ
か
で
繋
が
っ
て
い
る
。
そ
ん

な
集
団
に
し
て
い
き
た
い
と
の
願
い 

か
ら
、
一
人
一
人
が
自
分
の
凧
に
新 

年
の
抱
負
と
し
て
自
分
の
思
い
を
描

き
、
一
本
の
糸
で
つ
な
い
で
大
空
高 

く
舞
い
揚
げ
よ
う
と
い
う
の
が
発
端 

で
し
た
。

　

最
初
の
年
は
１
年
生
だ
け
で
校
庭
か

ら
の
凧
揚
げ
で
し
た
が
、
次
の
年
か
ら

他
の
学
年
も
繋
が
ろ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
１
・
２
年
生
合
同
で
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
杉
山
城
は
の
ろ
し
に
よ
っ
て

敵
の
襲
来
を
伝
え
る
役
割
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
煙
の
代
わ
り
に
杉
山
城
か
ら

凧
を
揚
げ
た
ら
、
小
川
町
の
高
見
城
跡

「
み
ん
な
の
思
い
を

　
　
　
　

一
本
の
糸
で
」

～
新
春　
連
凧
揚
げ
大
会
～

※薬物乱用防止教室にて


